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は
じ
め
に

現
状
、
国
際
的
な
議
論
の
焦

点
は
デ
ジ
タ
ル
経
済
が
も
た
ら

す
課
税
問
題
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
グ
ー
グ
ル
、
ア

ッ
プ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ア
マ
ゾ
ン
の
頭
文
字
を
取
っ
た

も
の
）
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
企

業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
国
際
的

租
税
回
避
は
、
既
存
の
国
際
課

税
制
度
の
中
で
は
合
法
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
活

動
か
ら
税
収
が
得
ら
れ
な
い

国
々
と
し
て
は
、
国
際
課
税
制

度
自
体
を
見
直
し
た
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
米
国
な
ど
も
特
に

反
対
は
し
て
い
な
い
の
で
、
見

直
す
方
向
で
は
一
致
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
見
直
し
の

程
度
を
め
ぐ
っ
て
考
え
方
が
対

立
し
て
お
り
、
な
か
な
か
ま
と

ま
ら
な
い
。

一
方
、
2
0
1
9
年
、
日
本

は
Ｇ
20
議
長
国
で
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
課
税
を
含
む
多
く
の
問
題

に
つ
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
べ
き
と
さ
れ
る
。
今
回

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
課
税
と
は

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ

Ｔ
企
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
通
じ
て
多
く
の
顧
客
を

得
た
上
で
広
告
宣
伝
な
ど
に
よ

っ
て
収
益
を
得
て
い
る
。
そ
の

際
、
こ
れ
ら
Ｉ
Ｔ
企
業
は
各
国

に
物
理
的
施
設
（
税
法
上
の
Ｐ

Ｅ
）
を
置
か
な
い
の
で
、
日
本

や
欧
州
各
国
な
ど
で
は
そ
の
所

得
に
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
要
す
る
に
、
日
欧
に
は
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
の
利
用
者
が
多
数
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
存
の
国

際
課
税
制
度
で
は
こ
れ
ら
の
Ｉ

Ｔ
企
業
に
課
税
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
欧
州
各
国
を
中
心

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
課

税
制
度
の
根
幹
の
一
つ
で
あ
る

「
Ｐ
Ｅ
な
け
れ
ば
課
税
な
し
」

の
原
則
を
一
部
修
正
し
て
、
こ

れ
ら
Ｉ
Ｔ
企
業
に
対
し
て
課
税

で
き
る
新
た
な
制
度
構
築
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
デ
ジ

タ
ル
課
税
」
と
呼
ん
で
い
る
。

今
後
、
通
信
・
情
報
技
術
分

野
の
益
々
の
進
展
（
デ
ジ
タ
ル

経
済
の
進
展
）
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
を
有

す
る
米
国
も
国
際
課
税
制
度
の

修
正
に
は
賛
同
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
米
国
と
英
国
等
と

の
間
に
は
考
え
方
に
大
き
な
差

が
あ
る
。
例
え
ば
、
課
税
対
象

に
つ
い
て
、
英
国
案
で
は
一
定

規
模
以
上
の
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
に

限
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

米
国
案
で
は
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
向
け

製
品
を
扱
う
企
業
も
対
象
に
加

え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
英

国
案
が
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
狙
い
撃
ち
な

の
に
対
し
て
、
米
国
案
で
は
対

象
企
業
が
相
当
数
に
達
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
状
、
総
論

は
各
国
で
異
論
は
な
い
も
の

の
、
各
論
に
な
る
と
意
見
の
相

違
が
際
立
っ
て
い
る
。
当
初
の

予
定
で
は
2
0
2
0
年
に
は
最

終
報
告
を
ま
と
め
よ
う
と
い
う

野
心
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
注

目
さ
れ
て
い
る
。

「
Ｐ
Ｅ
な
け
れ
ば
課
税
な
し
」
の
概
要
と
修
正

こ
こ
で
「
Ｐ
Ｅ
な
け
れ
ば
課

税
な
し
」
に
つ
い
て
概
観
し
て

お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
既
に
1

9
2
0
年
代
に
は
当
時
の
国
際

連
盟
に
お
い
て
確
立
さ
れ
て
い

た
。
あ
る
国
が
外
国
法
人
（
非

居
住
者
）
の
事
業
所
得
に
課
税

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
外
国
法

人
（
非
居
住
者
）
が
そ
の
国
内

に
一
定
の
物
理
的
施
設
（
Ｐ

Ｅ
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
、

モ
ノ
の
動
き
に
対
応
し
て
税
制

が
構
築
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
国
際
課
税
制
度
の

根
幹
の
一
つ
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
た
。
戦
後
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租

税
委
員
会
が
策
定
し
て
き
た
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
租
税
条
約
も
、

こ
の
原
則
を
堅
持
し
て
き
た
。

し
か
し
、
上
述
し
た
よ
う

に
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
進
展
に

伴
い
こ
の
原
則
を
修
正
す
べ
き

と
い
う
議
論
が
盛
り
上
が
っ
て

き
た
。
特
に
、
欧
州
で
は
、
具

体
的
な
法
案
が
公
表
さ
れ
る
な

ど
し
て
き
た
。
英
国
や
フ
ラ
ン

ス
の
考
え
方
は
、
Ｐ
Ｅ
が
な
く

て
も
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
顧
客
が
一
定
数
い
れ
ば
、

Ｐ
Ｅ
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
べ
き

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
が
反
対
し
て
い
る
た

め
に
合
意
で
き
そ
う
も
な
い

（
Ｅ
Ｕ
で
は
全
参
加
国
で
合
意

し
な
い
と
制
度
化
で
き
な

い
）。
そ
こ
で
、
英
国
や
フ
ラ

ン
ス
な
ど
は
独
自
に
デ
ジ
タ
ル

税
制
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

2
0
1
9
年
Ｇ
20
会
議

こ
の
よ
う
な
中
、
2
0
1
9

年
、
日
本
は
Ｇ
20
の
議
長
国
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
去

る
6
月
8
・
9
日
、
福
岡
市
で

Ｇ
20
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会

議
の
成
果
が
6
月
28
・
29
日
の

大
阪
で
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
提

出
さ
れ
、
首
脳
宣
言
に
反
映
さ

れ
た
。
Ｇ
20
財
務
相
会
議
の
声

明
で
国
際
課
税
に
関
す
る
部
分

は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ

る
。

我
々
は
、
世
界
規
模
で

公
正
、
持
続
可
能
か
つ
現

代
的
な
国
際
課
税
シ
ス
テ

ム
の
た
め
の
協
力
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
成
長
志

向
の
租
税
政
策
を
推
進
す

る
た
め
の
国
際
協
力
を
歓

迎
す
る
。我
々
は
、Ｇ
20
／

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
「
税
源
浸
食
と

利
益
移
転（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）」

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
世
界
的
な

実
施
及
び
税
の
安
定
性
向

上
の
重
要
性
を
再
確
認
す

る
。
我
々
は
、
経
済
の
電

子
化
に
伴
う
課
税
上
の
課

題
へ
の
対
応
に
関
す
る
最

近
の
進
捗
を
歓
迎
し
、
Ｂ

Ｅ
Ｐ
Ｓ
包
摂
的
枠
組
み
に

よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
、
2

つ
の
柱
か
ら
な
る
野
心
的

な
作
業
計
画
を
承
認
す

る
。
我
々
は
、
2
0
2
0

年
ま
で
の
最
終
報
告
書
に

よ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基

づ
く
解
決
策
の
た
め
の
取

組
を
更
に
強
化
す
る
。

我
々
は
、
税
に
関
す
る
金

融
口
座
情
報
の
自
動
的
交

換
の
進
捗
を
含
む
税
の
透

明
性
に
関
す
る
最
近
の
成

果
を
歓
迎
す
る
。
我
々
は

ま
た
、
国
際
的
に
合
意
さ

れ
た
税
の
透
明
性
基
準
を

満
足
に
実
施
し
て
い
な
い

法
域
の
更
新
さ
れ
た
リ
ス

ト
を
歓
迎
す
る
。
我
々

は
、
強
化
さ
れ
た
す
べ
て

の
基
準
を
考
慮
し
た
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
リ
ス
ト
の

更
な
る
更
新
を
期
待
す

る
。
リ
ス
ト
に
載
っ
た
法

域
に
対
し
て
は
、
防
御
的

措
置
が
検
討
さ
れ
る
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
我
々
は

利
用
可
能
な
措
置
を
列
挙

し
た
2
0
1
5
年
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
報
告
書
を
想
起
す

る
。
我
々
は
、
全
て
の
法

域
に
対
し
多
国
間
税
務
行

政
執
行
共
助
条
約
へ
の
署

名
及
び
批
准
を
求
め
る
。

我
々
は
引
き
続
き
、「
税

に
関
す
る
協
働
の
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｐ

Ｃ
Ｔ
）」
を
通
じ
た
協
調

や
、
中
期
歳
入
戦
略
に
関

す
る
経
験
の
活
用
、
能
力

が
限
ら
れ
た
国
々
に
お
け

る
国
内
資
金
動
員
を
支
援

す
る
各
国
の
状
況
に
合
わ

せ
た
努
力
等
に
よ
り
、
開

発
途
上
国
に
お
け
る
税
に

関
す
る
能
力
構
築
支
援
を

支
持
す
る
。
我
々
は
Ｐ
Ｃ

Ｔ
の
最
初
の
進
捗
報
告
書

及
び
日
本
に
お
け
る
「
ア

ジ
ア
大
洋
州
租
税
・
金
融

犯
罪
調
査
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
歓
迎
す
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
国
際
課
税

に
関
す
る
議
論
が
い
か
に
広
範

囲
に
渡
っ
て
い
る
か
が
お
わ
か

り
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
ち
な

み
に
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
租
税
・

金
融
犯
罪
調
査
ア
カ
デ
ミ
ー

は
、
国
税
庁
税
務
大
学
校
和
光

校
舎
内
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
よ
り
6
月
8
日
に
公

表
さ
れ
て
い
る
。

国
際
課
税
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

Ｇ
20
財
務
相
会
議
に
先
立
つ

8
日
の
午
前
中
、
国
際
課
税
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
主

な
議
題
は
以
下
の
2
つ
で
あ

る
。ま

ず
、「
デ
ジ
タ
ル
経
済
が

も
た
ら
す
課
税
問
題
」
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
上
述

し
た
通
り
で
あ
り
、
2
0
2
0

年
に
最
終
合
意
を
得
る
こ
と
と

さ
れ
た
が
、
中
身
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

に
委
ね
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
い

る
。第

2
の
議
題
は
、「
国
際
的

脱
税
と
租
税
回
避
へ
の
対

応
」、
と
い
う
古
く
て
新
し
い

問
題
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｂ
Ｅ

Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上

げ
ら
れ
た
の
が
2
0
1
2
年
6

月
な
の
で
、
既
に
7
年
が
経
過

し
た
。
こ
こ
で
、
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
15
の
行
動
計
画

に
つ
い
て
復
習
し
て
お
こ
う
。

行
動
1
は
、
デ
ジ
タ
ル
経
済

へ
の
対
応
で
あ
り
、
所
得
課
税

に
つ
い
て
は
上
述
し
た
通
り
で

あ
る
。
一
方
、
消
費
課
税
に
つ

い
て
は
早
々
に
国
際
間
で
合
意

が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

27
年
度
税
制
改
正
で
対
応
済
で

あ
る
。
行
動
2
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
・
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
無
効
化
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
平
成
27
年

度
税
制
改
正
で
外
国
子
会
社
配

当
益
金
不
算
入
制
度
を
改
正
す

る
こ
と
で
対
応
済
で
あ
る
。
行

動
3
は
外
国
子
会
社
合
算
税
制

（
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
対
策

税
制
）
で
あ
る
が
、
平
成
29
年

度
税
制
改
正
で
大
幅
に
見
直
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
30
年
度

と
本
年
度
も
改
正
を
行
っ
た
。

行
動
4
は
利
子
控
除
制
限
で
あ

る
が
、
本
年
度
の
税
制
改
正
で

過
大
支
払
利
子
税
制
の
大
幅
見

直
し
で
対
応
し
て
い
る
。
行
動

5
は
有
害
税
制
へ
の
対
応
だ

が
、
こ
ち
ら
は
既
存
の
枠
組
み

で
対
応
し
て
い
る
。
行
動
6
は

租
税
条
約
濫
用
の
防
止
だ
が
、

行
動
15
と
租
税
条
約
改
正
で
対

応
し
て
い
る
。
行
動
7
は
Ｐ
Ｅ

の
人
為
的
認
定
回
避
だ
が
、
平

成
30
年
度
税
制
改
正
と
行
動
15

で
対
応
し
て
い
る
。
行
動
8－

10
は
移
転
価
格
税
制
だ
が
、
平

成
31
年
度
改
正
で
無
形
資
産
取

引
に
つ
い
て
大
幅
な
見
直
し
で

対
応
し
た
。
移
転
価
格
税
制
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
が
終
わ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
今
後

も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
行
動

11
は
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
関
連
の
統
計
で

あ
り
、
国
際
機
関
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
行
動
12

は
タ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
義
務
的
開
示
だ
が
、
こ
ち
ら

は
日
本
で
は
未
対
応
で
あ
る
。

行
動
13
は
多
国
籍
企
業
情
報
の

報
告
制
度
だ
が
、
平
成
28
年
度

改
正
を
経
て
2
0
1
8
年
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。
国
税
庁
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
日
本
の
取
組

状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

行
動
14
は
よ
り
効
果
的
な
紛
争

解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
だ

が
、
租
税
条
約
改
正
と
行
動
15

で
対
応
し
て
い
る
。
最
後
の
行

動
15
は
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
防
止
措
置
実

施
条
約
が
2
0
1
9
年
1
月
1

日
に
日
本
で
も
発
効
し
、
参
加

国
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

ま
と
め

2
0
1
9
年
、
た
ま
た
ま
順

番
で
Ｇ
20
議
長
国
と
な
っ
た
日

本
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
課
税
に
関

す
る
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
か
は
、
い
さ
さ

か
懐
疑
的
だ
。
そ
の
理
由
は
、

国
内
に
お
け
る
議
論
が
少
な
い

か
ら
だ
。
日
本
は
国
際
課
税
制

度
を
自
ら
構
築
す
る
と
い
う
よ

り
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
委
員
会

の
議
論
を
取
り
入
れ
て
税
制
改

正
を
行
う
国
で
あ
る
。
上
述
し

た
よ
う
に
、
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
議
論
を
受
け
た
税
制

改
正
が
多
く
、
日
本
独
自
の
改

正
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
課
税
を
含

め
多
く
の
分
野
で
国
際
的
議
論

が
な
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
行
方

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

望月文夫〔神田〕

日
本
税
務
会
計
学
会

令
和
元
年
5
月
月
次
研
究
会
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